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将来の核融合炉では、核融合反応により

生じたアルファ粒子および入射されたビー

ム粒子など複数種の高エネルギー粒子（Ｅ

Ｐ）が混在した環境で安定したプラズマ制

御が求められるため、ＥＰが駆動する不安

定性の理解が必要である。このような複数

種のＥＰが混在する条件でのトロイダルア

ルヴェン固有モード（ＴＡＥ）発生時のＥ

Ｐ輸送について調べるため、輸送されたＥ

Ｐを直接観測できる中性粒子分析器（Ｅ||

Ｂ-ＮＰＡ）を用いて大型ヘリカル装置（Ｌ

ＨＤ）にて実験を行った。実験は重水素プ

ラズマ 中に軽水素および重水素の

super-Alfvénic のビームを同時に入射し、

２種のＥＰが混在する条件でＴＡＥを発生

させてその観測を行った。図１に示すよう

に n=1のモードが複数の周波数帯で観測さ

れ、Ｅ||Ｂ-ＮＰＡによって軽水素・重水素

のＥＰがそれぞれ別々の周波数帯の磁場揺

動の後に観測され、軽水素のみの実験で観

測された周波数掃引は現れなかった。約

140keVの軽水素の粒子が約 60kHzの磁場

揺動の後に、約 140keV の重水素の粒子が

約 30kHz の磁場揺動の後にそれぞれ観測

された。また、相互相関解析により磁場揺

動の発生から輸送された粒子の観測までに

100-150s の時間遅れがあることがわかっ

た。 
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図１：磁気プローブおよびNPAによる観測結果 


